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（１）

去
る
４
月
20
日
に
今
年
度

第
２
回
目
の
役
員
・
幹
事
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

第
８
回
作
品
展
「
美
し
い

日
本
」
の
開
催
に
つ
い
て
議

案
を
検
討
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
に
作
品
展
を
開

催
後
、
来
年
で
２
年
に
な
り

ま
す
の
で
、
令
和
６
年
度
に

第
８
回
作
品
展
開
催
に
向
け

て
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
恒
例
に
よ
り
「
せ
ん

だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
」
と

し
、
新
し
く
作
品
展
担
当
と

な
り
ま
し
た
大
友
悦
男
幹
事

と
大
友
紀
夫
幹
事
に
会
場
の

申

し

込

み

を

依

頼

し

ま

し

た
。

そ
の
後
役
員
・
幹
事
会
で
選

択
し
た
日
程
で
、
メ
デ
ィ
ア

テ
ー
ク
に
申
し
込
み
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
申
し
込
み
不
可

期
間
が
あ
り
、
次
の
通
り
の

修
正
日
程
で
申
し
込
み
を
行

い
ま
し
た
。

第
１
希
望

８
月
29
日
（
木
）
～

９
月
４
日
（
水
）

第
２
希
望

５
月
30
日(

木)

～

６
月
５
日(

水)
第
３
希
望

６
月
28
日(
金)

～

７
月
３
日(
水)

開

催

日

程

の

重

複

申

し

込

み

が

あ

っ

た

場

合

は

、

抽

選

に

よ

り

決

定

。

日

程

の

確

定

は

本

年

の

６

月

末

で
す
。

決

定

し

た

開

催

日

程

に

つ

き

ま

し

て

は

、

９

月

発

行

予

定

の

季

報

で

お

知

ら

せ
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
は
出
展
作
品

の
選
定
を
進
め
て
頂
き
、
そ

の
タ
イ
ト
ル
に
つ
き
ま
し
て

も
吟
味
・
ご
検
討
の
う
え
ご

準

備

頂

け

れ

ば

と

思

い

ま

す
。

○
第
14
回
に
っ
こ
り
写
真

コ
ン
ク
ー
ル

・
優
秀
賞

「
帰
ろ
う
よ
～
」

佐
々
木

か
よ

・
太
平
洋
写
真
学
校
賞

「
い
ざ
！
ご
覧
あ
れ
」

進
藤

弘
融

「
神
楽
に
舞
う
」

大
友

悦
男

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す○
新
入
会
員
ご
紹
介

新
井

達
弘

富
谷
市
あ
け
の
平

田
子

忠
雄

仙
台
市
泉
区
将
監

(

敬
称
略)

★

令

和

５

年

度

年

会

費
の
納
入
の
お
願
い

年
会
費
（
３
、
０
０
０
円
）

は
、
前
年
度
未
納
の
方
も
左

記
い
ず
れ
か
の
口
座
宛
お
振

込
み
下
さ
い
。
振
込
手
数
料

は
ご
負
担
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
七
十
七
銀
行
旭
ケ
丘
支
店

普
通

５
２
７
２
５
９
９

東
北
風
景
写
真
家
協
会

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

１
８
１
９
０

-

１
４
３
８
８
８
８
１

ト
ウ
ホ
ク
フ
ウ
ケ
イ

シ
ャ
シ
ン
カ
キ
ョ
ウ
カ
イ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

会
計
担
当

孫
田
幹
事
宛

０
９
０-

２
３
６
０-

２
９
７
３

《
節
約
術
》
七
十
七
銀
行
宛

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
振

込
で
は
振
込
手
数
料
は
無
料

に
な
り
ま
す
。

●
東
北
風
景
写
真
家
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
す
。
ス
マ
ホ
で
読
み
込

み
で
き
ま
す
。

お

知

ら

せ

「鳥海山撮影ツアー」は当初の予定通
り開催されました。

実施日：令和５年５月３０日(火)
～３１日(水)

鳥海山撮影ツアー開催！

鳥海山麓・桑ノ木台湿原

令
和
6
年
「
作
品
展
開
催
」
に
つ
い
て

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に
会
場
申
し
込
み

東
北
風
景
写
真
家
協
会
の
会

員
で
「
劇
団
ひ
と
り
っ
こ
」
を

運
営
し
て
い
る
武
内
典
子
さ
ん

が
、
こ
の
度
（
４
月
22
日
と
23

日
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
支

援
に
、
仙
台
市
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
に
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

公
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
北
風
景
写
真
家
協
会
の
会

員
の
皆
様
を
は
じ
め
両
日
で
１

０
０
名
様
の
ご
来
場
を
頂
き
盛

況
を
博
し
ま
し
た
。

《
「
ロ
シ
ア
軍
が
攻
め
こ
ん
で

参
り
ま
し
た
の
は
、
あ
の
年
の

夏
、
９
日
の
朝
で
ご
ざ
い
ま

す
」こ

れ
は
ひ
と
り
芝
居
「
花
い

ち
も
ん
め
」
の
な
か
の
、
あ
る

シ
ー
ン
で
語
ら
れ
る
セ
リ
フ
で

す
。ど

う
す
れ
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
達
を
支
援
で
き
る
か
？
～
～

私
に
で
き
る
事
は
、
「
戦

争
」
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
事
か

も
知
れ
な
い
、
今
回
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
公
演
で
自
分
の
役
割
を

果
た
し
た
い
と
強
く
願
っ
て
い

る
の
で
す
。
》

武
内
さ
ん
は
公
演
を
20
回
続

け
て
き
た
そ
う
で
す
。
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

今
回
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道

危
機
支
援
金
と
し
て
、
入
場
料

の
全
額
を
、
仙
台
市
→
日
本
赤

十
字
社
を
通
し
て
寄
付
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

20
代
の
若
い
観
客
の
方
々
が

感
動
の
気
持
を
抑
え
き
れ
な
く

な
っ
て
、
終
演
後
の
私
を
待
っ

て
心
を
ぶ
つ
け
て
く
れ
た
の

は
、
う
れ
し
い
事
で
し
た
。

（
武
内
さ
ん
）

「
劇
団
ひ
と
り
っ
こ
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
下
さ
い
。
ス

マ
ホ
で
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
読
み
込
み
で
き
ま
す
。

以
上
概
要
の

報
告
で
す
。

（
阿
部
）

花
い
ち
も
ん
め

特
別
公
演

秋
の
撮
影
ツ
ア
ー
に
つ
い

て
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
は
規
制
が
解

か
れ
、
忘
れ
か
け
て
い
た
日

常
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

海
外
か
ら
の
観
光
客
も
非

常
に
多
く
な
り
、
各
観
光
地

の
宿
泊
施
設
の
確
保
も
難
し

い
状
況
に
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
が
、
早
め
に
参
加
人
員

を
確
定
し
宿
泊
施
設
を
押
さ

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
は
募
集
開
始

に
な
り
ま
し
た
な
ら
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
早
期
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

候
補
地
に
つ
き
ま
し
て
は

次
の
地
域
を
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

記

日

時

令
和
５
年
10
月
17
日
（
火
）

～
18
日
（
水
）

場

所

１
：
谷
川
岳
・
一
ノ
倉
沢
、

天
神
平

（
群
馬
県
）

２
：
奥
日
光
・
竜
頭
の
滝
、

華
厳
の
滝
（
栃
木
県
）

・
撮
影
ポ
イ
ン
ト

１
：
紅
葉
に
映
え
る
一
ノ
倉

沢
大
岩
壁
の
絶
景
・
雄
大
な

谷
川
岳
の
山
岳
写
真

２
：
奥
日
光
・
優
雅
な
竜
頭

の
滝
、
迫
力
の
華
厳
の
滝

・
宿

泊

水
上
温
泉
郷
・
湯
檜
曽
温
泉

・
ホ
テ
ル
湯
の
陣

・
行

程

一
日
目

10
月
17
日
（
火
）

泉
中
央
区
役
所
駐
車
場
７
・

30
発
＝
仙
台
駅
東
口
８
・
10

発
＝
天
神
平
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

使
用
・
天
神
平
（
撮
影
）
＝

湯
檜
曽
温
泉
泊

二
日
目

10
月
18
日
（
水
）

早
朝
撮
影
・
一
の
倉
沢
（
撮

影
）
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
乗
車
場

ま
で
ホ
テ
ル
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
使
用

朝
食
後
移
動
、
沼
田
、
金

精
峠
経
由
＝
奥
日
光
・
竜
頭

の
滝
（
撮
影
）
＝
華
厳
の
滝

（
撮
影
）
＝
日
光
宇
都
宮
道

＝
東
北
道
＝
仙
台
駅
＝
泉
中

央
・
募
集
人
員

25
名

最
少
20
名

・
交
通
機
関

泉
観
光
バ
ス

【
お
願
い
で
す
】

会
員
の
皆
様
で
、
ご
希
望

の
候
補
地
・
撮
影
地
・
行
っ

て
み
た
い
所
が
あ
り
ま
し
た

な
ら
幹
事
宛
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
協
議
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

谷川岳 一ノ倉沢

撮影のポイント

・桑ノ木台湿原

・冠雪の鳥海山とつつじの競演

・鳥海山を背景に菜の花の優雅な絶景

・日本の滝百選「法体の滝」を撮影

・鳥海山を背景に雄大な湿原を撮影

前回第７回作品展

竹内会長の作品説明

秋
季
撮
影
ツ
ア
ー
《
谷
川
岳
・
奥
日
光
方
面
》

桃野の菜の花と鳥海山

幹
事
担
当
業
務
変
更
の
お
知
ら
せ

今
般
、
星
朝
子
幹
事
が
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
会
員
募
集
担
当

は
パ
ソ
コ
ン
利
用
不
可
に
つ
き
、
セ
ミ
ナ
ー
担
当
幹
事
に
変
更

し
、
大
友
悦
男
幹
事
に
作
品
展
担
当
と
会
員
募
集
担
当
を
兼
務
し

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

劇
団
ひ
と
り
っ
こ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
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講師：竹内 正 ・丸山慎一（公益社団法人 日本写真協会会員）

勉強会 令和５年７月４日（火）
場 所 日立システムズホール３階エッグホール

（仙台市青年文化センター）
時 間 １３：３０～１６：３０

フォトウォーキング ４月～６月撮影会作品・自由作品講評

作 品 デジタル ：ＵＳＢ、プリント（２Ｌ・Ａ４）
フイルム ：３５ｍｍスライド 合計 一人６点以内

会 費 無 料 見学大歓迎

【各回の参加費用と２年会費】
フォトウォーキング参加費用

各回共 ９，０００円 (バス、高速料、駐車料)
クラブ会費 ２年１，０００円

令和５年６月６日（火）
場 所 那須フラワーワールド（栃木県）ルピナス、ネモヒラ他、

花の共演風景の撮影
集 合 泉中央区役所駐車場 ７：３０発

仙台駅東口バスプール ８：１０発

令和５年７月１８日（火）
場 所 元滝と渓流（秋田県象潟）美しい新苔と滝、

渓流風景の撮影
集 合 泉中央区役所駐車場 ７：３０発

仙台駅東口バスプール ８：１０発

令和５年８月２９日（火）
場 所 猿 楽 台 （福島県下郷）山陵に囲まれた広大な、

そば畑風景の撮影
集 合 泉中央区役所駐車場 ７：３０発

仙台駅東口バスプール ８：１０発

令和５年９月２６（火）
場 所 黒崎仙峡・碁石海岸(岩手県陸前高田）

南三陸リアス式海岸風景の撮影
集 合 泉中央区役所駐車場 ７：３０発

仙台駅東口バスプール ８：１０発

申し込受付 開始：令和５年６月５日 午前１０時より 定員２５名
河北新報トラベル 電 話 ０２２－２１１－６９６０

ＦＡＸ ０２２－７２３－４６７２
インターネット申し込み https://kahoku-travel.com/

企画 東北フォトウォーキングクラブ 協賛 東北風景写真家協会
催行 河北新報トラベル 以上

「東北フォトウォーキングクラブ」の撮影地と日程のお知らせです。

撮影の機会を多くして・かつ健康増進に寄与して下さい。

風

景

写

真

・

季

節

の

撮

影

法

―

３

「

梅

雨

を

活

用

し

た

撮

影

」

竹

内

正

【日程と撮影地】

フォトウォーキング

●
小
雨
そ
ぼ
降
る
梅
雨
時

こ
そ
「
柔
ら
か
い
光
」
霧

に
霞
ん
だ
空
気
感
」
「
活

き
活
き
と
し
た
旬
の
花

々
」
等
こ
の
時
期
に
の
み

に
撮
影
で
き
る
絶
好
の
被

写
体
が
多
く
あ
り
ま
す
、

雨
を
億
劫
が
ら
ず
に
外
へ
飛

び
出
し
ま
し
ょ
う
。

１
：
準
備

モ
ニ
タ
ー
が
見
や
す
い
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
用
の
レ
イ
ン

ウ
エ
ア
ー
も
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
が
最
も
簡
単
な
方
法
は

各
自
治
体
で
指
定
さ
れ
て
い

る
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
す
。

隅
を
切
っ
て
レ
ン
ズ
に
被

せ
て
輪
ゴ
ム
で
止
め
て
、
フ

ー
ド
を
装
着
す
る
だ
け
、
シ

ャ
ワ
ー
キ
ャ
ッ
プ
も
有
効
で

す
。
フ
イ
ル
タ
ー
は
必
ず
付

け
る
。

移
動
す
る
時
は
カ
メ
ラ
を

レ
イ
ン
ウ
エ
ア
ー
か
バ
ッ
ク

の
中
に
入
れ
る
。

２
：
柔
ら
か
い
光
を
活
か
し

た
撮
影

小
雨
、
雨
上
が
り
の
柔
か

い
光
は
被
写
体
を
包
み
込
み

情
景
豊
か
な
描
写
が
で
き
、

霧
の
白
い
ス
ク
リ
ー
ン
は
余

分
な
物
体
を
消
し
て
前
景
を

引
き
立
て
幻
想
的
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
く
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
：
露
出
不
足
に
な

ら
な
い
よ
う
に
プ
ラ
ス
側
に

補
正
を
す
る
。

３
：
濡
れ
る
こ
と
で
繊
細
な

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
描
写
が

で
き
る

雨
に
濡
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
葉
の
彩
は
美
し
く
、
花

は
活
き
活
き
と
な
り
、
し
っ

と
り
と
し
た
質
感
が
出
せ
、

乾
い
た
木
の
肌
も
繊
細
な
描

写
が
で
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
：
濡
れ
る
と
光
の

反
射
が
強
く
な
る
の
で
Ｐ
Ｌ

フ
イ
ル
タ
ー
で
反
射
を
調
整

す
る
、
合
わ
せ
過
ぎ
る
と
反

射
が
無
く
な
り
立
体
感
が
無

く
な
る
。

４
：
霧
や
霞
を
活
か
し
た
撮

影
通
称
「
ガ
ス
」
は
風
景
写

真
に
最
高
の
雰
囲
気
作
り
を

演
出
し
て
く
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
：
「
ガ
ス
」
に
霞

ん
だ
風
景
は
フ
ラ
ッ
ト
に
な

り
が
ち
で
す
の
で
、
近
景
に

形
の
良
い
木
、
水
面
、
花
等

を
入
れ
て
立
体
感
を
出
す
。

５
：
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス

（
色
温
度
）

曇
り
、
雨
で
も
ホ
ワ
イ
ト

バ
ラ
ン
ス
は
原
則
、
太
陽
光

・
色
温
度
は
５
，
０
０
０
Ｋ

を
中
心
に
調
整
す
る
。
迷
っ

た
場
合
は
オ
ー
ト
、
以
上
に

設
定
す
る
と
見
た
目
に
近
い

雰
囲
気
が
出
ま
す
。

●
梅
雨
時
の
撮
影
地

「
ガ
ス
」
の
出
易
い
湖

畔
、
湿
原
が
最
適

●
撮
影
場
所

水
蒸
気
が
多
く
発
生
す
る

水
辺
で
背
景
に
「
ガ
ス
」
を

引
き
出
す
山
、
森
林
等
が
あ

る
場
所
、
雨
中
の
撮
影
が
主

に
な
り
ま
す
の
で
歩
き
易
い

場
所
が
理
想
的
で
す
。

●
代
表
的
撮
影
ポ
イ
ン
ト

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

▼
福
島
県

１
：
裏
磐
梯
、
曾
原
湖
・
桧

原
湖
（
細
野
）
・
曲
沢
付
近

の
湖
畔

２
：
吾
妻
湿
原

▼
宮
城
県

１
：
二
口
渓
谷

・
釜
房
湖
畔
・

長
老
湖
畔
・
北

上
川
河
口
付
近

・
鳴
子
峡

▼
山
形
県

１
：
飯
豊
、
白

川
湖
畔
・
陸
羽

西
線
高
屋
駅
・

幻
想
の
森
・
月

山
（
地
蔵
沼
・

五
色
沼
・
ビ
ジ

タ

ー

セ

ン

タ

ー
）

●
公
共
交
通
機

関
使
用
の
撮
影

地
公
共
の
交
通

機
関
を
使
用
し

た
季
節
の
撮
影

地
は
意
外
と
近

場
に
も
あ
り
ま

す
、
今
回
紹
介

す
る
の
は

季
節
の
花
「
蓮

の
花
」
の
撮
影

地
で
す
。

●
サ
ッ
ポ
ロ
ビ

ー
ル
・
仙
台
ビ

ー
ル
園
・
出
入
り
自
由
、
入

場
無
料

・
東
北
本
線
名
取
駅
西
口
徒

歩
３
分

・
園
内
の
蓮
池
は
有
名
で
、

伊
豆
沼
等
と
違
い
園
で
管
理

し
て
い
ま
す
の
で
、
昨
年
の

よ
う
に
伊
豆
沼
他
各
地
の
蓮

の
花
が
全
滅
の
中
、
華
麗
に

咲
き
誇
り
ま
し
た
。

・
撮
影
後
は
成
吉
思
汗
に
ビ

ー
ル
で
乾
杯
？
い
い
で
す

ね
。

・
開
花
時
期
は
８
月
初
旬
で

す
。

作例２
新緑の樹林とガス写真

撮影地 飯豊・白川湖
撮影日 2022年6月
天 候 雨
データ ｆ11 1/15
補 正 ＋1.0 太陽光
ISO 400 手持撮影 JPEG

作例１
中心にガスが掛かった写真

撮影地 月山・地蔵沼
撮影日 2022年6月
天候 小雨
データ f16 1/25
補 正 ＋1.0 太陽光
ISO 800 手持撮影 JPEG

一人静かに 南 正一

光に浮かぶ五大堂 浅野功

【 第 ７ 回 作 品 展 よ り 】
ホ ー ム ペ ー ジ 掲 載 作 品

前 号 の 続 き で す

編
集
後
記

▼
５
月
８
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
は
第
５
類
移
行
に
な
り
ま
し
た
が

注
意
し
活
動
拡
大
し
ま
し
ょ
う
。

▼
春
の
撮
影
ツ
ア
ー
が
皆
様
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
よ
う
や
く
実
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
秋
の
撮
影
ツ

ア
ー
は
谷
川
岳
・
奥
日
光
方
面
の
予

定
で
１
面
に
掲
載
し
ま
し
た
。
多
く

の
皆
様
の
ご
参
加
に
よ
り
成
功
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

▼
お
知
り
合
い
の
方
へ
の
参
加
と
当

協
会
へ
の
入
会
お
声
が
け
も
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

作例３
季節の花「蓮の花」

撮影地 サッポロビール
仙台ビール園


